
本
朝
新
修
往
生
伝
考

士ノ〔ン、

村

有乏

弘蒙

［
、
編

者

 
藤
原
宗
友
の
手
に
成
る
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
一
巻
は
、
仁
平
元
年
（
＝

五
一
）
騰
月
一
日
に
成
立
し
た
。
本
書
は
、
周
知
の
如
く
慶
滋
保
胤
の
「
日
本

往
生
極
楽
記
」
、
大
江
匡
房
の
「
続
本
朝
往
生
伝
」
、
三
善
為
康
の
「
拾
遺
往
生

伝
」
・
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
に
啓
発
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
（
序
文
）
、
編

者
藤
原
宗
友
が
、
自
ら
「
願
記
南
浮
濁
世
発
心
之
人
、
以
為
西
方
浄
土
往
生
引

接
之
縁
し
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
本
書
成
立
の
因
は
明
白
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
書
は
、
自
ら
の
極
楽
往
生
を
遂
げ
ん
が
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
「
三
宝
絵
」
以
来
の
狂
言
綺
語
観
が
本
書
成
立
の
直

接
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

 
編
者
藤
原
宗
友
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
が
、
 
「
尊
卑
分
脈
」
に
は
、
道
隆

公
孫
と
し
て
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と
い
う
系
譜
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
宗
友
を
中
心
に
考
え
た
時
、
二
つ

の
系
譜
が
存
在
す
る
。
 
「
尊
卑
分
脈
」
道
隆
公
孫
頭
註
部
に
お
い
て
も
、
「
宗

盛
、
按
下
文
道
綱
孫
藤
兼
宗
子
、
子
孫
宜
参
孜
同
上
」
と
あ
り
、
ま
た
、
宗
友

息
実
範
に
関
し
て
も
、
「
範
、
同
上
配
信
」
と
記
し
て
疑
問
の
意
を
表
わ
し
て

い
る
。
道
綱
卿
孫
と
道
隆
卿
孫
の
二
つ
の
系
譜
に
お
い
て
、
宗
盛
以
上
の
系
譜

が
異
な
っ
て
お
り
、
道
綱
流
系
譜
に
お
け
る
一
つ
の
疑
義
は
、
道
綱
息
兼
宗
の

母
が
中
主
白
女
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
中
関
白
道
隆
は
兼
言

長
男
で
あ
り
、
道
綱
は
壇
家
三
男
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
隆
。
道
々
は
兄
弟
で

あ
る
が
、
「
尊
卑
分
脈
」
の
系
図
を
信
頼
す
る
と
、
東
漸
は
兄
道
隆
の
女
を
妻

と
し
兼
山
を
も
う
け
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
両
系
図
に
は
錯
乱
が

あ
る
。
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
の
編
者
宗
友
の
父
宗
行
と
は
い
か
な
る
人
物
で

あ
る
か
判
然
と
は
分
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
 
「
本
朝
世
紀
」
久
安
五
年
（
＝

四
九
）
四
月
十
九
日
の
条
に
、
斎
内
親
王
襖
が
行
わ
れ
、
そ
の
時
、
前
駆
を
つ

と
め
た
八
人
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
「
少
尉
藤
原
宗
季
」
と
見
え
る
人
物
が
い

る
。
「
尊
卑
分
脈
」
所
載
の
藤
原
鵬
翼
な
る
人
物
九
人
の
う
ち
、
 
「
本
朝
世

紀
」
に
記
さ
れ
て
い
る
寒
季
に
年
代
か
ら
考
え
て
該
当
す
る
人
物
は
、
藤
原
魚

名
三
男
宋
茂
流
の
宗
季
か
、
こ
の
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
編
者
の
父
宗
季
の
い

ず
れ
か
で
あ
る
。
同
塵
流
の
宗
季
は
、
祖
父
宗
保
（
従
四
位
下
・
左
衛
門
佐
）

の
兄
で
あ
る
家
成
（
検
別
当
・
中
納
言
・
正
二
位
）
が
「
尊
卑
分
脈
」
に
よ
る

と
仁
平
四
年
五
月
二
十
八
日
、
四
十
八
歳
で
麗
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
（
但
、



公
卿
補
任
は
麗
年
月
日
を
五
月
二
十
九
日
と
す
る
。
台
記
・
言
言
記
も
「
二
十

九
日
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
二
十
九
日
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
）
、
や

や
時
代
が
下
り
す
ぎ
る
感
が
あ
る
。
と
考
え
る
と
、
「
往
生
伝
」
の
編
者
の
父

が
、
こ
れ
も
や
や
時
代
が
下
る
感
が
あ
る
が
、
該
当
す
る
人
物
に
一
番
近
い
こ

と
に
な
る
。

 
宗
季
息
宗
友
を
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
編
者
と
断
定
す
る
の
は
、
疑
問
が
な

い
こ
と
も
な
い
。
「
尊
卑
分
脈
」
を
調
べ
て
行
く
と
、
従
五
位
下
心
原
則
光
の

流
れ
を
汲
む
畏
友
な
る
人
物
も
い
る
が
、
こ
の
人
物
は
、
 
「
本
朝
新
修
往
生

伝
」
が
成
立
し
た
仁
平
三
年
時
に
お
い
て
編
者
が
か
な
り
の
高
齢
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
点
な
ど
か
ら
、
時
代
が
下
り
す
ぎ
て
該
当
し
な
い
と
思
わ
れ

る
。
か
く
考
え
た
時
、
'
道
隆
・
道
面
い
ず
れ
か
の
流
れ
を
汲
む
藤
原
宗
友
を
「

本
朝
新
修
往
生
伝
」
の
編
者
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
言
え
る

こ
と
は
、
道
隆
・
道
了
い
ず
れ
の
流
れ
に
し
ろ
、
双
晶
が
、
．
名
門
の
出
で
あ
っ

一
た
道
隆
α
流
れ
を
汲
む
と
仮
定
し
た
時
、
道
隆
男
伊
野
を
は
じ
め
と
し
て
、
中

納
言
隆
家
（
後
拾
遺
・
新
古
今
作
者
）
・
参
議
良
基
（
後
拾
遺
作
者
）
・
宗
兼

（
千
載
集
作
者
）
な
ど
、
こ
の
一
門
に
は
文
才
が
あ
ま
た
輩
出
し
て
い
る
。
道

海
流
と
考
え
た
時
、
道
管
自
身
「
金
葉
」
・
「
詞
花
」
．
「
新
勅
撰
」
・
「
玉

葉
」
作
者
で
あ
り
、
そ
の
息
藩
命
が
能
読
の
み
な
ら
ず
、
歌
人
と
し
て
庵
卓
抜

せ
る
才
能
を
持
ち
合
せ
て
い
た
こ
と
は
、
今
さ
ら
贅
言
を
要
し
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
し
て
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
の
編
者
に
三
綱
流
の
人
物
を
想
定
し
た

時
、
右
大
将
道
芝
の
母
i
「
蜻
蛉
日
記
」
の
作
者
の
血
筋
を
も
附
記
し
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。
「
尊
卑
分
脈
」
に
よ
る
と
、
美
濃
権
守
・
越
前
権
守
で
あ

っ
た
ら
し
い
が
（
大
日
本
史
に
は
見
え
な
い
）
、
ま
た
、
道
隆
流
系
譜
に
は

「
勾
当
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
と
ご
ろ
よ
り
、
相
当
事
務
能
力
に
才
能
が
あ
っ

本
朝
新
修
往
生
伝
考

た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
道
隆
流
の
系
図
に
よ
る
と
、
宗

友
男
友
実
・
宗
信
が
共
に
九
条
院
判
官
代
と
記
さ
れ
て
お
り
、
道
忘
流
系
譜
に
・

よ
る
と
、
友
実
は
高
松
院
蔵
人
、
宗
信
は
、
九
条
院
蔵
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。

九
条
院
は
、
藤
原
忠
通
女
（
分
脈
に
は
実
は
伊
通
女
と
あ
る
）
で
、
安
元
二
年

（
＝
七
六
）
八
月
八
日
に
崩
じ
、
高
松
院
も
同
じ
く
安
元
二
年
六
月
十
二
日

に
崩
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
も
（
本
朝
皇
胤
紹
運
録
）
、
仁
平
元
年
（
一
一
五

一
）
成
立
の
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
よ
り
考
え
る
と
、
「
尊
卑
分
脈
」
に
記
載

せ
ら
れ
て
い
る
道
隆
・
道
綱
流
の
宗
友
は
、
時
代
に
関
し
て
の
問
題
点
は
な

い
。
か
つ
、
前
賢
実
が
図
書
助
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
父
宗
友
が
文
書
に

通
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
う
な
づ
け
る
の
で
あ
る
。
又
、
他
に
藤
原
宗

友
に
つ
い
て
、
大
治
五
年
（
一
＝
二
〇
）
秋
九
月
八
日
、
参
議
藤
原
為
隆
が
他

界
し
、
後
日
、
宗
友
は
為
隆
の
恩
給
を
慕
っ
て
墳
墓
に
詣
で
「
数
行
之
涙
」
を

落
と
し
、
一
句
の
詩
を
詠
じ
た
と
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
下
は
伝
え
て
い
る
。
そ

の
詩
は
「
彌
陀
嶺
上
奇
道
讐
。
極
楽
界
中
片
月
迎
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
に
は
「
藤
貢
士
宗
友
」
と
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
文
章
生

で
あ
っ
だ
こ
と
が
分
る
。
同
時
に
、
．
相
当
学
識
の
深
さ
を
認
め
ら
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
為
康
が
こ
の
詩
を
登
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
為

康
と
宗
友
と
の
交
流
関
係
も
推
察
で
き
る
。
-
為
康
が
「
後
拾
遣
往
生
伝
」
に
宗

友
の
詩
を
掲
載
し
た
と
同
じ
く
、
宗
友
も
ま
た
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
に
三
善

為
康
の
こ
と
を
「
往
生
入
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
宗
友
は
、
為
康
の

事
歴
を
記
し
、
保
延
五
年
（
一
＝
二
九
）
八
月
四
日
、
九
十
一
歳
を
も
つ
て
他

界
し
た
時
Y
 
「
然
則
生
前
之
善
。
滅
後
之
瑞
。
量
非
器
生
人
乎
。
」
と
、
一
種

の
感
動
を
こ
め
た
形
で
記
し
て
い
る
。
宗
友
と
為
康
の
交
流
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
、
さ
ら
に
推
察
を
加
え
る
な
ら
ば
、
学
友
の
見
た
「
後
拾
遺
往

（ 81 ）



生
伝
」
は
、
あ
る
い
は
為
康
自
筆
本
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
．
宗
友
が
「
後
拾

遺
往
生
伝
」
を
見
て
い
た
こ
と
は
、
彼
が
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
に
三
善
為
康

を
記
し
た
際
「
繕
事
詳
注
往
生
伝
序
」
と
断
っ
て
い
る
点
か
ら
も
明
白
な
の
で

あ
る
が
、
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
序
に
「
算
学
博
士
為
康
作
拾
遺
往
生
伝
。
後

拾
遺
往
生
伝
。
」
、
あ
る
い
は
為
康
の
事
蹟
を
記
し
た
部
分
に
「
又
訪
往
生

人
。
随
喜
記
之
。
拾
遺
往
生
伝
。
後
拾
遺
往
生
伝
。
各
三
巻
是
也
。
」
と
記
し
、

当
後
拾
遺
往
生
伝
」
よ
り
八
話
採
録
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
拾
遺
往

生
伝
」
か
ら
一
説
話
も
採
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
、
お
そ
ら
く
宗
友
は

「
拾
遺
往
生
伝
」
を
見
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
も
持
た

れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
に
見
る
沙
門
定
命
説
話
は
、
「
拾

遺
往
生
伝
」
に
類
話
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
秀
の
没
年
時
の
相
違

な
ど
か
ら
明
白
に
伝
承
関
係
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
後
拾
遺
往

生
伝
」
と
の
関
係
が
あ
れ
ほ
ど
密
接
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
拾
遺
往
生

伝
」
と
の
そ
れ
は
、
全
く
稀
薄
な
の
で
あ
る
。

二
、
内

容

 
本
書
が
「
往
生
伝
」
と
銘
打
っ
て
い
る
以
上
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
仏
教

思
想
を
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
前
に
仏
教
説
話
集
を
含
め
て
種

'
々
の
往
生
伝
は
、
一
体
、
な
ぜ
成
立
し
た
の
か
と
い
う
問
題
を
も
考
え
て
み
た

い
。
周
知
の
如
く
、
「
三
宝
絵
」
は
狂
言
綺
語
観
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
「
日

本
往
生
極
楽
記
」
は
「
迦
章
章
」
 
「
衆
生
智
浅
下
・
達
二
聖
旨
一
。
若
不
三
春
記
二

往
生
者
一
。
不
・
得
・
勧
二
進
其
心
一
。
，
」
と
記
し
、
保
胤
は
こ
の
言
を
「
誠
」
と

信
ず
る
が
故
に
、
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
を
記
し
た
と
い
う
。
だ
が
、
こ
の
場

合
も
あ
く
ま
で
も
根
底
に
あ
っ
た
も
の
は
「
願
我
與
一
二
切
衆
生
一
。
往
二
生
安
，

楽
国
【
 
」
と
い
う
狂
言
綺
語
観
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
江
匡
房
は
「
続
本
朝

往
生
伝
」
序
文
に
於
い
て
「
上
自
二
国
王
大
臣
一
。
下
至
二
僧
俗
婦
女
一
。
都
盧
冊

二
人
。
粗
記
二
行
業
一
。
備
二
諸
結
縁
一
書
爾
。
」
と
記
し
、
そ
れ
も
や
は
り
匡
房

自
身
仏
縁
を
結
ぶ
た
め
で
あ
っ
た
。
為
康
の
「
拾
遺
往
生
伝
」
も
そ
の
序
文
冒

頭
に
「
予
所
仁
者
極
楽
也
。
所
虚
者
観
音
也
」
と
記
し
へ
名
聞
・
利
養
の
た
め

に
編
輯
し
た
の
で
は
な
く
、
 
「
只
為
結
縁
為
観
進
而
記
 
」
と
い
う
も
の
で
あ

ワ
た
。
そ
し
て
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
も
又
、
「
是
以
一
為
結
縁
。
一
直
勧
進
。

（
中
略
）
翼
以
今
生
結
集
之
虚
心
必
為
来
世
値
遇
古
血
。
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
だ
。
沙
彌
蓮
暉
の
「
三
舞
往
生
記
」
も
「
宜
専
難
行
内
心
。
願
與
一
切
衆

生
。
共
遷
九
品
浄
土
云
爾
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ひ
た
ぶ
る

な
欣
求
浄
土
の
思
想
が
往
生
伝
編
輯
と
い
う
行
為
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
限
り

で
は
、
 
「
願
記
南
瓦
濁
世
発
心
憂
人
。
以
為
西
方
浄
土
往
生
引
接
之
縁
。
」
と

、
記
す
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
編
者
も
同
断
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
で
、
最

も
顕
著
な
例
ど
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
藤
原
浄
土
教
の
流
入
に
よ
る
と
・

目
さ
れ
る
「
長
明
発
心
集
」
巻
六
に
見
る
数
寄
説
話
、
あ
る
い
は
「
沙
石
集
」

巻
五
に
見
る
和
歌
説
話
と
も
関
連
が
な
い
と
は
い
え
ま
い
。
狂
言
綺
語
の
思
想

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぜ
ん
か

は
、
 
「
凡
狂
言
綺
語
二
、
和
歌
ヲ
入
ル
・
事
ハ
、
染
歌
ト
云
テ
、
感
情
ニ
ヒ
カ

レ
テ
、
ヨ
シ
ナ
キ
色
ニ
ソ
ミ
、
空
ノ
詞
ノ
カ
ザ
ル
故
也
。
聖
教
ノ
理
ヲ
モ
ノ
ベ

無
常
ノ
心
ヲ
モ
連
テ
、
世
々
俗
念
ヲ
ウ
ス
ク
シ
、
名
利
情
執
ヲ
モ
ワ
ス
レ
、
風

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
サ
ギ
ヨ
キ

葉
ヲ
ミ
テ
、
世
上
ノ
ア
ダ
ナ
ル
事
ヲ
シ
リ
、
雲
月
ヲ
詠
ジ
テ
、
心
中
ノ
潔
理
ヲ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
る
な
か
た

モ
サ
ト
ラ
バ
、
仏
道
二
面
媒
チ
、
法
門
ヲ
サ
ト
ル
タ
ヨ
リ
ナ
ル
ベ
シ
。
」
 
（
沙

石
集
五
本
）
ど
、
無
住
の
明
白
に
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
に
見
る
仏
教
思
想
は
ど
う
か
乏
い
う
と
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関
口
忠
男
氏
御
指
摘
の
如
く
（
本
朝
新
修
往
生
伝
-
「
往
生
伝
の
研
究
」
所

収
、
古
典
遺
産
の
会
、
，
昭
4
3
）
、
「
数
量
重
視
の
信
仰
が
あ
ら
ね
れ
て
い
る
」

こ
之
に
気
づ
く
。
沙
門
重
恰
は
、
大
治
二
年
三
月
よ
り
保
延
六
年
八
月
に
至
る

間
、
毎
日
弥
陀
の
宝
号
十
二
万
遍
を
唱
え
、
小
豆
で
以
て
そ
の
数
と
し
た
と
こ

ろ
二
百
八
十
七
陸
離
斗
あ
り
、
参
詣
の
人
に
仏
号
を
す
す
め
て
蓮
子
木
軽
子
な

ど
を
仏
前
の
筥
に
入
れ
さ
せ
た
数
は
、
三
千
五
百
五
十
七
石
九
号
あ
っ
た
と
い

う
。
あ
る
い
は
清
原
真
人
信
俊
は
、
「
同
書
如
法
経
三
十
余
部
。
引
写
法
華
経
一

千
五
百
部
。
 
（
中
略
）
毎
日
転
読
法
華
。
大
数
及
二
千
余
部
。
或
令
人
転
読
三

十
萬
部
。
又
日
々
念
仏
一
萬
返
。
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
、

某
沙
門
（
字
桂
林
房
）
が
常
に
潭
室
に
入
っ
て
法
華
を
大
数
六
万
部
読
請
し
た

と
い
う
の
も
同
じ
で
あ
り
、
又
、
沙
門
永
世
が
法
華
経
六
十
万
座
を
請
じ
、

「
正
修
念
仏
三
十
五
石
。
以
小
豆
為
其
数
也
」
と
い
う
記
述
、
．
三
善
為
康
が
天

仁
以
後
、
毎
日
如
意
輪
大
男
を
千
遍
調
し
、
五
十
歳
以
後
、
日
に
念
仏
一
万
遍

唱
え
た
と
い
う
記
述
も
同
断
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
数
量
信
仰
の
思
想
と

い
う
も
の
は
、
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

し
て
ま
た
、
こ
の
思
想
が
本
書
の
み
に
と
り
わ
け
顕
著
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
．

は
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
続
本
朝
往
生
伝
」
第
九
の
権
少
僧
都
源
信
に
関
し
て

は
、
「
遍
羅
レ
読
二
大
乗
経
五
萬
五
千
五
百
巻
。
法
華
経
八
千
巻
。
阿
弥
陀
経

一
萬
巻
。
般
若
経
三
千
余
巻
等
一
也
。
奉
レ
念
一
天
究
一
皆
万
遍
。
千
手
究
七
十
萬

遍
。
尊
勝
男
三
十
萬
遍
。
」
と
い
う
ふ
う
に
記
さ
れ
、
同
書
第
二
十
六
阿
閣
梨

覚
真
は
、
「
毎
日
講
二
法
華
一
三
十
余
年
也
。
已
及
二
萬
余
部
【
。
」
、
第
三
十
五

但
馬
守
源
章
任
は
、
日
々
阿
弥
陀
経
四
十
九
巻
を
読
ん
だ
と
伝
え
て
い
る
。

「
拾
遺
往
生
伝
」
中
戸
二
十
九
の
奈
良
京
女
は
「
年
来
所
持
法
華
経
六
萬
九
千

三
百
余
字
」
、
第
三
十
二
尼
黒
蓋
は
、
「
毎
日
読
請
阿
弥
陀
経
六
巻
。
法
華
経

本
朝
新
修
往
生
伝
考

四
僕
等
、
仁
王
経
護
国
下
士
一
遍
。
又
更
観
音
経
十
巻
。
念
仏
一
万
遍
。
罫
紙

以
小
豆
為
数
。
所
業
念
仏
同
五
十
七
斜
三
斗
 
」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
拾
遺

往
生
伝
」
下
の
皇
太
后
宮
思
子
は
、
「
日
々
暗
記
法
花
経
一
部
。
丼
転
読
諸
大

乗
経
数
十
巻
。
逐
日
不
解
」
、
第
二
十
六
永
観
は
、
倶
舎
類
を
学
び
、
日
に
七

十
行
を
暗
じ
、
十
八
歳
以
後
、
研
精
の
隙
に
毎
日
念
仏
一
万
遍
を
唱
え
た
と
い

う
。
そ
し
て
さ
ら
に
こ
の
永
観
に
関
し
て
、
「
拾
遺
往
生
伝
」
下
は
、
「
奉
唱

弥
陀
宝
号
。
不
知
幾
許
。
初
毎
日
一
萬
遍
。
後
壁
六
萬
遍
。
別
満
百
万
遍
三
百

度
。
 
（
中
略
）
奉
調
尊
勝
陀
羅
尼
三
ぞ
八
億
九
万
九
百
廿
遍
」
と
伝
え
て
い

る
。
他
、
同
書
第
三
十
に
見
る
出
家
の
後
、
二
十
五
年
の
間
、
毎
日
弥
陀
の
名

号
を
五
万
遍
（
斎
日
十
万
遍
）
、
観
音
墓
言
五
千
遍
、
光
明
公
言
千
遍
、
普
賢
十

願
名
三
百
遍
を
唱
え
た
と
い
う
伊
予
国
法
楽
寺
の
一
老
尼
、
 
「
後
拾
遺
往
生

伝
」
巻
上
に
見
る
毎
日
念
仏
十
二
万
遍
唱
え
た
と
い
う
灯
具
、
両
親
へ
の
報
恩

の
た
め
に
、
阿
弥
陀
経
五
千
余
巻
を
転
読
し
た
と
い
う
謹
如
、
同
書
巻
中
に

 
「
毎
日
所
作
。
法
華
経
一
部
。
三
時
供
養
法
。
念
仏
一
万
遍
。
」
と
記
さ
れ
て

い
る
永
邊
、
あ
る
い
は
、
五
十
歳
以
後
、
毎
日
尊
勝
陀
羅
尼
二
十
一
遍
を
悔
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

加
え
て
法
華
経
一
巻
を
読
ん
だ
と
い
う
安
部
俊
清
、
同
書
巻
下
に
「
日
別
諦
妙

経
一
部
。
念
仏
六
万
遍
。
三
時
行
法
。
多
年
不
興
。
或
書
写
如
法
経
六
部
門
と

記
さ
れ
て
い
る
沙
門
良
忍
、
あ
る
い
は
、
日
に
念
仏
十
三
万
遍
唱
え
た
と
い
う

隆
逞
、
そ
し
て
、
沙
彌
墨
黒
の
「
三
外
往
生
記
」
で
は
、
日
夜
法
花
経
十
二
部

を
悲
し
た
行
歩
、
昼
夜
不
断
に
南
無
．
仏
と
称
し
、
小
豆
を
以
て
そ
の
数
を
示
し

た
と
こ
ろ
二
百
八
十
石
に
な
っ
た
と
い
う
郎
等
、
法
華
経
を
暗
講
ず
る
こ
と
六

．
万
部
に
満
ち
た
尼
妙
法
と
い
っ
た
人
々
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
数
量
重

視
の
信
仰
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
の
み
に
見
る
顕
著

な
特
徴
で
は
な
い
と
言
え
る
。
 
ロ
日
本
往
生
極
楽
記
し
以
来
と
は
い
え
な
い
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が
、
「
続
本
朝
往
生
伝
」
以
来
の
往
生
伝
中
に
見
る
一
つ
の
特
徴
と
言
え
よ

，
つ
。

 
次
に
、
四
天
王
寺
信
仰
に
つ
い
て
述
べ
る
と
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
に
は
、

直
接
間
接
を
問
わ
ず
四
天
王
寺
に
関
係
あ
る
説
話
と
し
て
、
比
丘
尼
蓮
妙
、
沙

門
倉
皇
、
沙
門
行
範
、
三
善
為
廉
の
四
説
話
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

中
で
、
八
十
歳
以
後
、
天
王
寺
へ
参
っ
て
仏
舎
利
を
供
養
し
た
と
い
う
蓮
妙
、

天
王
寺
へ
参
っ
て
七
日
間
断
食
し
て
書
夜
念
仏
を
唱
え
、
海
水
に
投
身
し
て
往

生
を
遂
げ
る
に
至
っ
た
行
範
、
天
王
寺
で
九
日
間
、
念
仏
を
修
め
る
こ
と
百
万

遍
に
満
ち
た
と
い
う
三
善
為
康
の
三
人
は
、
四
天
王
寺
信
仰
者
の
顕
著
な
例
と

言
え
る
。
周
知
の
如
く
、
四
天
王
寺
は
「
日
本
書
紀
」
に
伝
え
る
如
く
、
聖
徳

太
子
の
創
建
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
平
安
時
代
に
は
民
衆
の
信
仰
を
集
め
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
説
話
集
を
通
し
て
四
天
王
寺
信
仰
と
い
う
も
の
を
見
て
行
く

と
、
「
続
本
朝
往
生
伝
」
で
は
、
延
暦
寺
の
碩
学
と
称
さ
れ
た
権
大
僧
都
早
引

が
、
四
天
王
寺
で
一
生
不
犯
の
座
に
昇
っ
た
こ
と
、
善
中
・
善
算
が
九
歳
の
時
、

天
王
寺
十
輝
師
事
湛
の
弟
子
と
な
っ
た
こ
と
、
沙
門
仙
命
が
四
天
王
寺
聖
霊
堂

の
前
で
三
指
を
燃
し
て
尊
縁
を
供
養
の
問
、
紅
燭
の
光
の
前
に
青
龍
が
現
じ
昇

っ
た
と
い
う
話
、
安
助
上
人
が
檀
越
川
瀬
吉
松
の
所
領
す
る
園
林
が
天
王
寺
東

門
-
極
楽
東
門
の
中
心
に
当
る
こ
と
を
告
げ
て
一
小
堂
を
建
立
す
る
こ
と
を

指
示
し
た
話
が
記
さ
れ
て
お
り
、
同
書
巻
下
で
は
、
沙
門
永
快
が
治
暦
年
中
八

月
、
天
王
寺
に
詣
で
て
念
仏
百
万
遍
を
唱
え
た
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

三
善
為
康
編
輯
せ
る
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
巻
中
で
は
、
安
部
晴
延
が
三
十
ケ
年

欠
か
さ
ず
四
天
王
寺
を
供
養
し
、
上
人
永
邊
（
石
州
人
）
は
命
終
時
、
天
王
寺

西
門
に
お
い
て
念
仏
を
修
め
、
沙
門
永
別
（
出
雲
国
人
y
は
、
善
峯
寺
・
四
天

王
寺
に
於
い
て
両
度
如
法
経
を
書
き
、
時
の
人
、
如
法
経
木
と
馳
称
し
た
と
い

う
。
同
書
巻
下
で
は
、
沙
門
唯
（
維
）
乗
房
が
天
王
寺
に
詣
で
て
七
日
間
断
食

し
、
入
海
往
生
を
遂
げ
た
話
、
沙
門
寂
潭
遷
化
の
折
、
良
照
は
天
王
寺
西
門
に

「
雲
海
沈
々
、
風
波
寂
々
」
た
る
中
に
、
船
四
・
五
艘
、
聖
人
を
迎
え
に
来
た

夢
を
見
た
と
い
う
話
、
延
暦
寺
僧
聖
意
は
、
天
王
寺
聖
霊
院
に
参
籠
し
、
順
次

往
生
の
可
否
を
祈
請
し
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
隆
逞
と
同
じ
話
と
し

て
は
、
「
三
外
往
生
記
」
に
於
け
る
沙
門
隆
尋
が
、
天
王
寺
に
参
籠
し
、
往
生

の
定
否
を
祈
念
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
天
王
寺
信
仰
は
、
平
安

時
代
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
鳥
羽
院
の
時
代
に
、
あ
る
宮
腹
に
母
娘
で
仕
え
て

い
た
女
房
が
、
娘
に
先
立
た
れ
て
天
王
寺
に
三
七
日
間
参
籠
し
、
入
海
往
生
を

遂
げ
た
と
い
う
話
が
「
長
明
発
心
集
」
第
三
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に

入
っ
て
も
、
 
「
建
仁
の
比
、
天
王
寺
に
人
々
ま
い
り
た
り
け
る
時
」
と
い
う

「
寸
退
抄
」
巻
十
の
記
事
、
あ
る
い
は
、
源
頼
朝
が
天
王
寺
に
参
詣
し
た
と
い

う
「
古
今
著
聞
集
」
巻
五
の
記
事
、
あ
る
い
は
「
十
息
子
」
記
田
・
「
古
今
著

聞
集
」
巻
五
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
壬
生
二
位
藤
原
家
隆
が
、
天
王
寺
で
命
終
の

時
、
七
首
の
歌
を
詠
ん
で
廻
向
し
、
臨
終
正
念
に
往
生
を
遂
げ
た
と
い
う
話
な

ど
、
天
王
寺
信
仰
の
盛
ん
な
こ
と
は
、
平
安
時
代
と
同
様
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
文
献
に
見
る
限
り
の
天
王
寺
信
仰
は
、
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
の
み
に
顕

著
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
文
献
に
於
け
る
、
換
言
す
れ
ば
往
生
伝

に
於
け
る
天
王
寺
信
仰
は
、
明
白
に
「
続
本
朝
往
生
伝
」
「
拾
遺
・
後
馬
遣
往

生
伝
」
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
と
い
う
ル
ー
ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。 

次
に
弥
陀
浄
土
往
生
思
想
と
兜
率
天
往
生
思
想
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
関
口
忠
男
氏
は
、
前
掲
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
解
題
の
中

で
、
沙
門
行
範
、
平
実
親
の
例
を
あ
げ
て
、
行
範
は
「
都
率
往
生
は
し
た
が
、
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-
宿
願
の
多
く
が
故
に
改
め
て
弥
陀
の
浄
土
を
ね
が
っ
て
い
る
。
弥
陀
浄
土
往
生

を
肯
定
す
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
 
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
で
は
、
沙
門
行
範
が
入
水
の
後
、
あ
る
僧
の
夢
に

都
率
内
院
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
、
参
議
平
実
親
は
、
久
安
二
年
二
月
、
病

の
た
め
に
亮
去
し
た
が
蘇
生
し
、
都
率
に
生
ま
れ
て
天
楽
を
知
っ
た
け
れ
ど

も
、
な
お
宿
願
の
驚
く
が
故
に
善
を
修
め
、
重
ね
て
誰
果
を
祈
っ
た
と
い
う
弥

陀
浄
土
思
想
の
顕
著
に
現
れ
た
説
話
が
あ
る
。
こ
の
実
親
が
「
為
我
修
善
、
重

祈
証
果
」
と
言
い
こ
も
り
な
が
ら
入
滅
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
編
者
宗
旨
が

「
鳴
呼
野
哉
」
と
い
う
感
想
を
附
し
て
い
る
の
は
、
益
友
自
身
弥
陀
浄
土
往
生

を
熱
望
す
る
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
広
義
の
仏
教
説
話
集
と
い

う
点
で
は
兜
率
天
往
生
思
想
が
最
も
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
の
は
、
「
本
朝
法

華
験
記
」
で
あ
ろ
う
。
巻
上
の
相
応
和
尚
・
玄
海
法
師
・
仁
鏡
台
・
蓮
寂
仙
人
、

巻
中
の
仏
蓮
聖
人
、
巻
下
の
道
命
・
沙
弥
修
覚
・
藤
原
仲
遠
・
壬
生
裂
孔
・
紀

氏
及
び
「
験
記
」
末
尾
「
紀
伊
國
牟
婁
郡
悪
女
」
の
僧
と
か
な
り
の
人
数
に
の

ぼ
る
。
そ
の
中
で
も
在
俗
の
間
、
殺
生
放
逸
の
日
を
送
っ
た
沙
弥
修
覚
が
剃
髪

の
後
、
一
心
に
法
華
経
を
翻
し
て
兜
率
天
往
生
を
遂
げ
る
に
至
っ
た
話
は
、
そ

の
往
生
思
想
の
顕
著
な
例
と
し
て
注
目
で
き
ょ
う
が
、
又
巻
下
に
見
る
源
信
の

よ
う
に
、
兜
率
天
彌
勒
菩
薩
の
使
者
に
迎
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
辞
し
、

極
楽
往
生
を
遂
げ
る
話
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
験
記
」
に
お
い
で
も
、
兜
率
天

往
生
を
首
定
す
る
も
の
と
否
定
す
る
も
の
と
の
両
方
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
「
拾
遺
・
後
拾
遺
往
生
伝
」
で
は
、
極
楽
・
兜
率
の
い
ず
れ
を
念
ず
る
か

と
問
わ
れ
た
の
に
対
し
、
 
「
先
達
行
業
。
不
必
相
叶
。
法
界
皆
如
。
何
塵
為

望
。
」
と
答
え
た
蓮
待
が
い
る
が
（
拾
遺
巻
上
）
、
極
楽
を
願
い
な
が
ら
も
兜

率
に
生
ま
れ
た
行
範
（
後
拾
巻
下
）
、
夢
に
兜
率
往
生
を
示
さ
れ
た
が
本
願
に

本
朝
新
修
往
生
伝
．
考

非
ず
と
極
楽
を
望
ん
だ
平
時
範
（
拾
遺
下
）
、
夢
に
兜
率
に
窪
ま
る
べ
き
由
を

告
げ
ら
れ
た
が
誓
え
に
西
方
を
願
う
尊
澄
（
後
拾
中
）
と
、
弥
陀
浄
土
思
想
が

圧
倒
的
に
顕
著
で
あ
る
。
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
も
平
実
親
の
例
、
及
び
そ
れ

に
対
す
る
作
者
の
感
想
よ
り
見
る
と
「
験
記
」
よ
り
は
む
し
ろ
「
拾
遺
・
後
拾

遣
往
生
伝
」
に
近
い
と
言
え
る
。

 
更
に
本
書
の
特
徴
は
、
⑰
藤
原
行
盛
（
文
章
博
士
）
・
㈲
藤
原
宗
貞
（
書
博

士
俊
清
息
）
・
伽
算
博
士
三
善
為
康
・
⑳
敦
光
（
朝
之
賢
師
・
道
之
宗
匠
）
・

働
清
原
真
人
（
儒
者
）
・
㈲
平
実
親
（
才
名
文
学
）
・
㈲
藤
原
顕
頼
（
英
豪
）

・
ω
学
生
大
江
親
通
と
儒
者
・
博
士
な
ど
学
問
に
た
ず
さ
わ
る
人
間
が
多
く
載

せ
ら
れ
て
い
る
。
「
藤
貢
士
宗
友
」
 
（
後
拾
遺
往
生
伝
）
が
か
か
る
人
物
に
興

味
を
寄
せ
た
の
は
首
肯
し
得
る
。

 
本
書
全
四
十
一
話
の
内
八
話
は
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
を
出
典
と
し
て
い
る

が
、
後
は
出
典
が
詳
細
で
は
な
い
。
つ
ま
り
は
、
口
承
説
話
を
筆
録
し
た
も
の

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
説
話
に
比
し
て
ω
沙
門
唱
導
・
②
和
泉
国
八

木
郡
麻
薬
・
㈹
丹
後
国
京
浜
一
行
人
・
ω
円
宗
寺
少
綱
・
」
㈲
沙
門
桂
林
房
の
五

話
は
、
明
確
な
年
時
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
口
承
さ
れ
て
行
く
過
程
に

於
い
て
名
が
消
滅
し
た
り
年
代
が
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
次
に
、
説
話
配
列
・
伝
承
関
係
を
論
じ
た
い
と
思
う
が
、
人
物
・
没
年
・
伝

承
に
つ
い
て
図
表
化
す
る
。
「
新
修
往
生
伝
」
は
、
続
群
書
類
従
本
（
第
八
輯

上
所
収
）
を
用
い
た
。
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（1）

人

物

沙
門
戒
深

 
和
泉
国
八
木
郡
某
甲

② 
丹
後
国
狐
浜
一
行
人

㈲価W

@
田
口
白
不
一
寸
爪
ソ
綱

㈲
沙
門
桂
林
房

（6）（7）（8）（9）（10）（11）

回
縁
上
人

禰
宜
利
国

滝
口
助
重

比
丘
尼
蓮
妙

沙
門
永
尋

沙
門
行
範

没

年

未
 
詳

未
 
詳

未
 
詳

未
 
詳

伝
承
関
係
有

伝
承
関
係
無

未
耳
詳

承
保
年
中
八
月
十

八
日
（
一
〇
七
四

～
一
〇
七
七
）

永
長
元
年

 
（
一
〇
九
六
）

永
久
年
中
（
二

一
三
～
一
 
一
八
）

元
永
元
年

 
（
一
一
 
八
）

大
治
四
年
正
月
．

 
（
一
一
二
九
）

大
治
年
中
（
＝

一
ニ
ハ
～
一
 
一
一
二
一
）

後
拾
遺
往
生
伝

後
拾
遺
往
生
伝

下
・
長
明
発
心

集
二

後
拾
遺
往
生
伝

中

（12）（13）（16） （15） 1 （14）

山
城
国
武
元

沙
門
快
賢

沙
門
定
秀

．
沙
門
三
乗
房

源
 
伝

㈲
文
章
博
士
行
盛

（19） （18）（20）（21）（22）e3）

散
位
惟
季

蔭
子
藤
原
宗
良

沙
門
珍
西

佐
伯
成
貞

算
博
士
三
善
為
康

沙
門
逞
覚

大
治
四
年
九
月
十

七
日
（
一
＝
一
九
）

天
承
元
年

 
（
一
一
三
一
）

長
承
元
年

 
（
一
＝
二
二
）

長
承
二
年
十
一
月

 
（
＝
三
三
）

長
承
三
年

 
（
一
＝
二
四
）

長
承
三
年
十
一
月

か
（
一
一
三
四
？
）

保
延
元
年

 
（
一
＝
二
五
）

保
延
元
年
六
月
十

日
（
一
＝
二
五
）

保
延
二
年
三
月
十

ナ丑

冝
i
一
 
一
一
二
六
）

後
拾
遺
往
生
却

下後
拾
遣
往
生
伝

下

後
拾
遺
往
生
伝

下拾
遺
往
生
伝
下

後
拾
遺
往
生
伝

下

保
延
二
年
十
月
十
後
拾
遺
往
生
伝

 
 
 
 
 
 
 
下

山ハ

冝
i
一
 
一
一
二
山
ハ
）

保
延
五
年
八
月
四

日
（
一
＝
二
九
）

保
延
六
年
正
月

 
（
＝
四
〇
）

後
拾
遺
往
生
伝

下
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⑳
，
沙
門
定
兼

eo（26）伽fao8）（29）（30）（31）

働
（33）

沙
門
重
恰

力
能
法
師

沙
門
運
覚

比
丘
尼
戒
妙

，
蔭
子
惟
宗
親
範

式
部
大
輔
敦
光

保
延
六
年
八
月
二

十
四
日
（
一
一
四

〇
）保

延
六
年
九
月
七

日
（
＝
四
〇
）

康
治
元
年
九
月
三

日
（
一
一
四
二
）

康
治
二
年
二
月

 
（
一
一
四
三
）

康
治
三
年
二
月

 
（
一
一
四
四
）

天
養
元
年
六
月
十

六
日
（
一
一
四
四
）

天
養
元
年
十
月
十

余
日
（
＝
四
四
）

僧
字
式
部
公
春

久
安
元
年
八
月

 
（
＝
四
五
）

大
儒
清
原
真
人

近
江
国
一
老
尼

㈱
元
興
寺
一
沙
門

（3S

入
道
参
議
平
実
親

久
安
元
年
十
月
二

日
（
＝
四
五
）

久
安
二
年
九
月
十

五
日
（
一
一
四
六
）

今
鏡
九

久
安
三
年
十
二
月

 
（
一
一
四
七
）

長
明
発
心
三
七

久
安
二
年
二
月

 
（
一
一
四
六
）

本
朝
新
修
往
生
伝
考

（36）（37）（38）（39）

入
道
藤
原
顕
頼
．

大
僧
正
定
海

久
安
四
年
正
月
五

日
（
一
一
四
八
）

久
安
四
年
二
月

 
（
一
一
四
八
）

入
道
寂
因

〇十久
）一ﾀ
 日光
 （年
 一十

 五月

沙
門
円
能

仁
平
元
年
正
月

 
（
＝
五
一
）

㈲
左
近
府
生
清
原
為
則
王
評
毎
郭

（41）

学
生
大
江
親
通

仁
平
元
年
十
月
十

五
日
（
一
一
五
一
）

三
、
説
話
の
配
列

、
本
書
は
、
前
掲
図
表
よ
り
も
半
身
な
よ
う
に
、
ω
の
沙
門
戒
深
の
説
話
以
下

㈲
沙
門
桂
林
房
説
話
ま
で
の
所
謂
年
代
不
明
な
五
話
を
除
い
て
、
㈲
勢
縁
上
人

の
入
寂
日
以
下
鱒
学
生
大
江
親
通
の
入
寂
日
ま
で
ほ
ぼ
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て

い
る
。
 
「
ほ
ぼ
」
と
言
っ
た
の
は
、
㈱
元
興
寺
一
沙
門
説
話
に
登
場
す
る
沙
門

 
 
（
一
一
四
ヒ
）

が
久
安
三
年
十
二
月
に
他
界
し
て
い
る
の
に
、
次
の
㈲
入
道
参
議
平
実
親
の
没

年
が
一
年
前
の
久
安
二
年
二
丹
で
、
こ
の
部
分
の
み
の
配
列
が
乱
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
他
は
全
て
年
代
順
配
列
で
あ
る
。
本
書
の
成
立
は
「
仁
平
元
年
十

二
月
一
日
」
で
あ
る
か
ら
、
末
尾
の
㈲
学
生
大
江
親
通
の
没
年
仁
平
元
年
十
月

十
五
日
よ
り
考
え
る
と
、
仁
平
元
年
が
十
月
・
十
一
月
共
に
大
の
月
で
あ
る
ゆ
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え
、
本
書
成
立
の
間
ま
で
は
六
十
六
日
間
し
か
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

 
つ
ま
り
、
歯
型
他
界
の
日
よ
り
六
十
六
日
目
に
本
書
が
成
立
し
た
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
ω
よ
り
㈲
ま
で
の
五
話
、
す
な
わ
ち
没
年
不
明
説
話
を
冒
頭
に
並

べ
、
以
下
年
代
順
に
配
列
し
た
と
考
え
得
る
。
本
書
が
啓
発
せ
ら
れ
た
「
日
本

往
生
極
楽
記
」
・
「
続
本
朝
往
生
伝
」
は
、
ほ
ぼ
高
位
の
者
の
順
に
配
列
さ
れ

て
お
り
、
「
拾
遺
・
後
拾
遺
往
生
伝
」
も
正
確
な
年
代
順
配
列
で
は
な
い
か

ら
、
本
書
の
年
代
順
配
列
は
編
者
自
ら
が
考
え
出
し
た
独
自
な
も
の
と
思
わ
れ

る
。

四
、
伝
承
関
係

ω
，
後
拾
遺
往
生
伝
と
の
開
係

 
前
述
の
如
く
、
本
書
は
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
 
・
「
続
本
朝
往
生
伝
」
 
・

「
拾
遺
往
生
伝
」
・
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
に
触
発
さ
れ
て
成
立
し
た
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
諸
書
を
詳
細
に
調
査
し
て
み
る
と
、
本
書
と
「
極
楽
記
」
 
・

「
続
本
朝
往
生
伝
」
・
「
拾
遺
往
生
伝
」
の
伝
承
関
係
は
発
見
で
き
な
い
。
し

か
し
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
と
の
関
係
は
認
め
得
る
の
で
あ
る
。

 
ω
本
書
㈲
勢
縁
上
人
説
話
は
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
中
に
類
話
が
あ
る
、
愚

書
を
比
較
す
る
と
、
勢
縁
の
閲
歴
を
述
べ
て
行
く
過
程
で
「
師
事
尊
隆
主
徳
」

（
後
拾
遺
）
・
「
其
師
則
余
慶
僧
正
門
徒
尊
極
上
人
也
」
 
（
新
修
）
、
 
「
書
長

身
主
騎
尻
悪
馬
。
夜
修
善
出
盛
承
両
法
」
 
（
後
）
．
「
山
師
多
面
難
墓
読
真

言
」
 
（
新
）
、
 
「
次
囑
嚴
範
単
二
梨
耶
」
 
（
後
）
・
「
量
器
入
滅
後
、
次
就
閣

梨
嚴
範
」
（
新
）
と
い
う
異
文
が
あ
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
は
伝
承
過
程
に
お
い

て
省
筆
・
加
筆
と
い
う
作
業
が
加
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
、
勢
縁
の

晩
年
の
描
写
は
、
「
暮
年
。
移
住
伯
公
国
。
草
創
一
堂
。
奉
安
木
像
両
界
曼
陀

羅
」
（
後
）
・
「
暮
年
。
移
住
平
民
国
。
建
立
一
堂
。
奉
安
木
像
両
界
曼
陀
羅
」

 
（
新
）
、
「
明
年
八
月
。
吾
可
遷
化
。
果
如
其
言
」
 
（
後
）
・
「
明
年
秋
八
月

可
遷
化
。
果
如
其
言
」
 
（
新
）
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。
又
、
 
「
後
拾
遺
」

に
は
「
承
暦
□
年
八
月
十
八
日
」
と
入
寂
日
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本

書
は
「
承
保
年
中
八
月
十
八
日
」
と
年
代
が
異
る
。
但
し
、
「
雪
年
」
と
「
年

中
」
と
に
何
か
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
、
「
暦
」
と
「
保
」
と
の
誤
写
を
考
え

る
と
、
藤
原
宗
友
は
序
文
で
も
断
っ
て
い
る
よ
う
に
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
を
当

然
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
伝
承
関
係
は
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

 
ω
本
書
㈲
前
滝
口
武
者
助
重
説
話
は
、
 
「
後
拾
遺
」
下
に
類
語
が
あ
る
。

 
「
前
滝
口
助
重
者
。
近
江
国
蒲
生
郡
人
也
」
と
い
う
冒
頭
文
は
同
文
。
つ
い
で

 
「
後
拾
遺
」
に
は
「
其
時
国
司
藤
原
経
忠
。
嘱
望
理
会
重
。
欲
遣
道
郡
。
平
時

江
榮
入
道
。
失
記
名
。
其
翌
日
。
相
器
欲
行
向
。
其
夜
夢
。
行
過
職
野
。
」
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
菌
司
左
書
馬
廻
急
諜
糟
・
轡

助
重
有
故
旧
。
両
人
奉
使
。
発
遣
所
部
。
此
夜
入
道
夢
中
。
路
過
能
野
」
と
記
さ

れ
、
ス
ト
ー
リ
イ
は
酷
似
す
る
が
異
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
ω
で
述
べ
た
よ
う

に
省
筆
、
加
筆
の
作
業
が
加
わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
1
例
え
ば
ω
の
「
尊

隆
」
の
上
に
「
余
慶
僧
正
門
徒
」
と
つ
け
加
え
る
な
ど
一
さ
ま
で
問
題
と
す

る
に
当
る
ま
い
。
'
他
、
「
新
修
」
の
「
是
吉
祥
也
。
黎
旦
首
途
。
・
裁
可
壁
書

「
里
」
と
い
う
一
文
は
、
「
後
拾
遺
」
に
は
な
い
。
又
、
助
重
が
殺
害
さ
れ
て
往

生
の
様
を
聞
き
、
 
「
入
道
聞
之
。
歎
息
日
。
夢
中
事
様
是
鰍
。
雪
山
身
遇
悪

 
死
9
錐
在
果
封
。
論
告
往
生
。
属
望
宿
善
鰍
。
哀
働
左
胸
焉
」
と
あ
る
「
新

修
」
の
一
文
も
「
後
拾
遺
」
に
は
な
い
。
だ
が
五
六
年
経
て
入
道
が
清
水
寺
へ

 
参
っ
て
語
る
条
は
、
「
其
後
隔
五
六
年
。
参
清
水
寺
。
客
僧
同
宿
。
」
 
（
後
）
・
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h
後
五
六
年
。
入
道
参
清
水
寺
。
客
僧
同
宿
。
」
 
（
新
）
、
 
「
相
語
日
。
先
年

修
行
江
州
。
夢
中
見
往
生
人
。
」
 
（
後
）
・
「
相
語
日
。
先
年
修
行
江
州
。
夢

中
有
人
。
告
示
日
。
当
国
有
縁
生
人
。
」
 
（
新
）
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
本
説

話
に
関
し
て
両
書
を
比
較
し
て
み
る
と
「
新
修
」
の
方
が
や
や
詳
し
く
説
明
的

で
あ
る
が
、
伝
承
関
係
は
認
め
ち
れ
よ
う
。

 
㈲
本
書
q
D
沙
門
行
範
の
説
話
は
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
下
所
載
説
話
と
ほ
ぼ

同
文
。
た
だ
「
上
人
」
 
（
後
）
が
「
沙
門
」
 
（
新
）
と
な
っ
て
お
り
、
両
書
を

検
す
る
に
、
「
住
僧
コ
自
弁
有
為
。
使
詣
天
王
寺
。
一
心
念
仏
。
」
 
（
後
）
・

「
住
侶
。
参
天
王
寺
。
書
夜
念
仏
」
（
新
）
、
「
衣
裏
胸
騒
。
往
海
中
將
投
身
。

此
時
隣
里
調
書
楽
方
舟
」
 
（
後
）
・
「
衣
中
盛
沙
。
投
身
海
水
。
調
具
音
楽
。

方
舟
合
奏
」
 
（
新
）
と
小
異
は
あ
る
が
、
「
大
治
年
中
、
世
間
不
静
。
常
観
無

常
七
日
断
食
」
（
後
）
．
「
大
治
年
中
・
世
間
蘂
・
．
有
漏
身
観
無
常
理

七
日
断
食
。
」
 
（
新
）
と
ほ
と
ん
ど
同
文
と
言
っ
て
よ
く
、
前
滝
口
助
重
説
話

で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
本
書
編
者
は
、
原
典
を
そ
の
ま
ま
記
す
の
で
は
な
く

若
干
手
を
加
え
て
い
る
節
が
見
ら
れ
る
の
で
伝
承
関
係
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

 
ω
本
書
0
3
沙
門
快
賢
の
説
話
は
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
下
に
類
話
が
あ
る
。

「
後
拾
遺
」
に
見
る
快
賢
説
話
は
、
「
新
修
」
に
比
し
て
昼
型
で
あ
σ
、
か
つ

入
寂
年
月
日
が
「
保
延
元
年
仲
冬
九
日
」
 
（
後
）
・
「
天
承
元
年
」
 
（
新
修
）

と
異
な
り
、
や
㌧
近
い
文
は
「
不
貸
地
衆
」
 
（
後
）
と
「
不
道
衆
人
」
 
（
新
）

ぐ
ら
い
の
も
の
。
そ
し
て
、
臨
終
時
に
快
賢
が
近
隣
の
僧
を
呼
ん
だ
と
い
う

「
後
拾
遺
」
の
話
は
本
書
に
は
な
い
。
積
極
的
な
伝
承
関
係
は
否
定
さ
れ
よ

．
つ
。

 
㈲
本
書
㈲
沙
門
二
士
書
房
の
説
話
は
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
下
に
類
話
が
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
維
）
イ

る
。
首
書
の
文
章
を
比
す
る
に
、
「
沙
門
失
其
名
。
高
価
唯
乗
房
。
台
嶺
学
徒

本
朝
新
修
往
生
伝
考

也
」
'
（
後
）
・
「
沙
門
鉄
字
維
乗
詰
。
天
台
学
徒
也
。
」
 
（
新
）
、
「
享
有
悪

疾
。
隠
居
山
門
、
相
離
親
族
。
不
二
見
人
。
六
箇
年
間
。
」
 
（
後
）
・
「
身
有

悪
疾
。
隠
居
山
中
。
永
辞
親
交
。
金
欲
見
人
。
-
六
箇
年
聞
。
」
 
（
新
）
、
「
請
法

華
経
」
 
（
後
）
・
「
暗
調
法
華
」
 
（
新
）
㌔
「
具
足
戒
行
。
薫
修
尚
 
。
常
日

後
生
善
虚
、
先
言
不
疑
。
」
 
（
後
）
 
・
「
自
具
戒
行
。
専
積
重
修
。
当
生
菩

提
。
全
域
疑
心
。
」
 
（
新
）
、
 
「
長
承
二
年
冬
十
一
月
。
北
首
西
面
。
宿
而
気

絶
。
」
 
（
後
）
・
「
長
承
二
年
冬
十
一
月
日
入
滅
。
」
 
（
新
）
、
「
其
親
友
夢

其
人
放
大
光
明
。
指
西
飛
去
。
」
 
（
後
）
・
「
後
日
人
夢
。
身
放
光
明
。
西
方

飛
去
 
。
」
 
（
新
）
と
寒
々
同
文
で
あ
る
。
た
だ
、
「
適
直
友
人
。
相
談
日
。
我

依
病
患
厭
世
。
偏
離
名
聞
」
と
い
う
本
書
の
一
文
が
「
後
拾
遺
」
に
は
見
え
な

い
の
に
加
筆
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
次
の
源
伝
説
話
は
、
両
諸
共

連
続
し
て
配
列
さ
れ
て
お
り
、
積
極
的
な
伝
承
関
係
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

 
㈲
本
書
㈲
源
伝
説
話
は
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
下
に
電
話
が
あ
る
。
両
書
を

比
す
る
に
、
「
散
位
源
伝
者
。
摂
津
鼠
渡
辺
郡
住
人
。
重
代
之
武
士
也
」
（
後
）

・
「
源
伝
心
。
摂
津
国
河
辺
郡
人
。
重
代
之
勇
士
也
」
（
新
）
、
「
不
敬
仏
僧
」

（
後
）
・
「
殺
生
為
事
。
不
敬
遣
直
」
（
新
）
、
「
先
命
期
限
三
箇
日
」
（
後
）

・
「
先
守
命
期
三
箇
日
」
（
新
）
と
同
文
と
称
し
て
良
い
部
分
が
あ
る
。
た
だ
、

「
不
信
経
教
。
而
設
立
痺
回
復
。
旬
日
不
愈
」
・
「
已
乃
大
呂
。
不
乱
余
算
」

と
い
う
「
後
拾
遺
」
の
一
文
は
、
本
書
で
は
省
筆
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
両
書

共
、
維
乗
房
の
説
話
と
連
続
し
て
い
る
点
か
ら
も
、
伝
承
関
係
は
認
め
得
る
。

 
ω
本
書
⑰
文
章
博
士
藤
原
行
盛
の
説
話
は
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
レ
下
に
笹
蟹
が

あ
る
。
両
書
を
比
す
る
に
、
「
文
章
博
士
摂
州
刺
史
藤
原
行
盛
朝
臣
者
」
（
後
）

・
「
文
章
博
士
藤
原
行
盛
朝
臣
」
（
新
）
、
「
累
代
之
文
士
。
当
時
之
名
儒
也
。

柔
和
受
性
。
曲
直
底
心
」
 
（
後
）
・
「
儒
行
才
名
。
亜
其
祖
業
。
為
人
滑
子
」
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（
新
）
、
「
書
写
一
切
経
。
修
一
千
日
講
経
。
」
 
（
後
）
・
「
書
一
切
経
、
行
千

座
講
。
」
（
新
）
、
「
其
間
数
多
善
業
。
不
能
注
記
。
・
近
年
三
箇
年
。
」
 
（
後
）
・

「
所
修
善
業
。
三
年
臥
病
。
」
■
（
新
）
、
 
「
動
尊
母
悩
。
漸
及
危
急
。
長
承
三

年
冬
十
一
月
。
」
 
（
後
）
・
「
長
承
三
年
冬
十
一
月
」
 
（
新
）
と
異
文
は
あ
る

が
、
本
説
話
の
場
合
は
、
本
書
が
省
筆
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
春
秋

六
十
二
」
 
（
後
）
が
「
春
秋
六
十
五
」
 
（
新
）
と
な
，
っ
て
い
る
の
は
誤
写
と
見
■

る
べ
き
か
。
こ
の
あ
た
り
「
後
拾
遺
」
下
は
「
ω
騎
乗
房
・
㈲
行
範
・
㈲
源
伝

・
ω
行
盛
」
と
説
話
が
配
列
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
書
で
は
「
ω
維
乗
房

．
㈹
黒
垂
・
⑳
行
革
」
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ほ
ぼ
両
翼
の
配

列
の
順
序
が
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
に
、
あ
る
い
は
連
続
し
て
並
ん
で
い
る
と
こ

ろ
を
見
過
ご
し
て
は
な
る
ま
い
。
 
『
尊
卑
分
脈
」
に
於
い
て
も
没
年
不
明
の
た

め
「
六
十
五
」
か
「
六
十
二
」
か
明
確
で
は
な
い
が
、
一
応
、
本
書
の
誤
写
と

考
え
伝
承
関
係
は
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
㈲
本
書
⑳
佐
伯
仁
平
説
話
は
、
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
下
に
類
話
が
あ
る
。
手

書
を
比
す
る
に
、
「
佐
伯
成
貞
者
。
江
州
甲
賀
西
郡
人
言
。
性
器
質
朴
」
（
後
）

・
「
佐
伯
成
患
者
。
近
江
国
甲
賀
西
郡
人
也
。
天
性
質
直
。
」
 
（
新
）
、
「
心

亦
慈
仁
。
年
及
暮
歯
。
出
家
受
戒
。
経
線
三
年
。
語
日
」
 
（
後
）
・
「
好
行
慈

悲
」
 
（
新
）
、
'
「
有
一
沙
門
。
夢
中
三
日
。
後
日
可
来
。
及
傍
生
蓮
花
」
 
（
後

）
・
「
夢
中
遭
一
沙
門
。
示
日
。
後
日
可
来
迎
。
傍
有
蓮
線
引
。
」
（
新
）
、
、
「

即
潮
煙
生
之
庭
園
云
々
。
四
国
思
之
。
幽
妙
徳
行
。
」
（
後
）
・
「
是
汝
所
生
虞

也
。
成
貞
嵯
歎
日
。
身
無
徳
行
。
」
 
（
新
）
、
「
若
是
妄
想
鰍
。
若
宿
善
開
発
。

蓋
往
生
乎
云
々
。
」
 
（
後
）
・
「
夢
有
吉
兆
。
濁
世
凡
愚
。
殆
難
信
甲
唄
。
」

（
新
）
、
「
保
延
二
年
十
月
十
五
日
。
俄
有
病
気
。
」
（
後
）
・
「
保
延
二
年

十
月
十
六
日
卒
」
（
新
）
、
「
衆
人
扶
持
。
忽
以
沐
浴
。
其
翌
日
逢
善
知
識
。
」
．
・

（
後
）
・
「
最
後
遇
善
知
識
」
 
（
新
）
、
 
「
春
秋
八
十
一
。
其
後
僕
墨
田
。
紫

雲
回
天
。
西
復
其
墳
墓
。
」
 
（
後
）
、
・
「
春
秋
八
十
一
。
後
日
僕
從
夢
。
紫
雲

覆
其
墓
所
臭
。
」
 
（
新
）
と
略
々
同
文
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
本
書
は
、
、
「

後
拾
遺
」
に
見
え
る
他
界
の
前
日
病
を
う
け
た
こ
と
を
略
し
て
「
十
月
十
六
日

卒
」
と
し
た
だ
け
で
、
後
は
若
干
語
を
変
え
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
伝
承
関
係
は

認
め
得
る
。

，
㈲
本
書
．
㈱
算
博
士
三
善
為
康
説
話
は
、
漏
話
と
は
言
え
な
い
が
、
本
書
に

「
軍
人
夢
、
博
士
有
往
生
極
楽
之
瑞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
後
拾
遺
往

生
伝
」
．
下
に
「
…
…
同
（
保
延
）
三
年
正
月
廿
三
日
乙
酉
。
極
製
夢
。
天
台
僧

永
仁
。
有
馬
来
授
一
紙
全
機
。
是
算
博
士
為
康
戒
膿
文
也
。
即
披
見
其
状
云
。

清
涼
山
伝
所
謂
法
照
禅
師
コ
於
大
聖
竹
林
院
。
如
授
大
聖
文
殊
之
間
。
其
人
速

疾
可
往
生
者
。
即
問
其
僧
云
。
公
葬
誰
乎
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
し
、

又
、
本
書
に
「
又
有
一
老
尼
。
談
夢
心
。
欲
見
決
定
往
生
親
人
。
可
見
算
博
士

…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
後
拾
遺
」
に
「
…
…
永
仁
為
勤
一
条
千
日

之
講
師
。
行
向
之
間
。
有
望
告
日
。
若
算
博
士
為
康
哉
否
。
三
日
。
然
也
。
曇

日
。
今
夜
夢
。
若
人
欲
往
生
者
。
可
結
縁
彼
人
云
々
。
」
と
あ
る
も
の
を
指

す
。
つ
ま
り
、
本
書
の
こ
の
条
は
、
「
後
拾
遺
」
を
参
照
し
な
が
ら
記
し
た
こ

と
が
明
白
で
あ
る
。

 
以
上
、
本
書
と
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
と
の
類
話
九
話
の
う
ち
、
㈲
中
塗
上
人

・
草
中
［
［
連
管
・
⑪
沙
門
行
範
・
㈲
沙
門
維
乗
房
・
㈲
心
添
・
㈹
藤
原
行
盛
・

⑳
佐
伯
成
貞
・
㈲
三
善
為
康
の
八
話
は
、
伝
承
関
係
が
認
め
ら
れ
た
。
本
書
四

十
｝
話
中
の
八
話
で
あ
る
か
ら
、
約
五
分
の
一
が
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
に
拠
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
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＠
 
長
明
発
心
集
と
の
関
係

 
ω
本
書
㈲
前
滝
口
武
者
右
眼
説
話
は
、
 
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
下
と
も
伝
承
関

係
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
 
「
発
心
集
」
二
「
助
平
依
一
声
念
仏
往
生

事
」
の
説
話
に
も
関
係
が
あ
る
。
両
往
生
伝
冒
頭
に
見
る
経
営
に
関
す
る
こ
と

は
「
発
心
集
」
に
は
な
い
が
、
他
は
ス
ト
ー
リ
イ
は
同
じ
で
あ
る
。
三
書
を
比

較
す
る
と
、
「
発
心
集
」
に
江
州
旅
行
の
僧
が
見
た
夢
で
「
今
往
生
の
人
あ

り
。
行
き
て
縁
を
結
ぶ
べ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
後
拾
遺
」
に
は
な
く
、

本
書
に
「
当
国
有
往
生
人
。
汝
可
結
縁
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
書
が

三
重
往
生
の
地
を
「
未
見
在
慮
」
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
発
心
集
」
は

「
其
の
所
、
助
重
が
家
也
け
り
」
と
、
僧
が
行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
説
話
を
強
調
す
る
た
め
に
、
 
「
発
心
集
」
編
者
が
変
え
た
と
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
本
説
話
に
関
し
て
、
「
後
拾
遺
」
↓
「
新
修
」
↓
「
発
心

集
」
と
い
う
伝
承
が
認
め
得
る
。

 
ω
本
書
國
元
興
寺
一
沙
門
説
話
は
、
 
「
発
心
集
」
七
「
道
寂
上
人
詣
長
谷
書

道
心
事
」
の
条
に
類
話
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
の
前
半
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ

る
。
本
書
に
「
元
興
寺
一
沙
門
。
名
道
面
。
俗
呼
為
伊
賀
聖
」
と
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、
「
発
心
集
」
に
「
元
興
寺
に
伊
賀
の
聖
道
寂
と
云
ふ
人
あ
り
け
り
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
在
俗
三
時
、
不
弁
因
果
。
三
図
心
帰
仏
道
」
 
（
新
）
、
は

「
因
果
の
理
に
く
ら
か
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
深
く
仏
道
を
思
へ
り
」
と
な
っ
て
お

り
、
又
、
「
少
年
参
詣
長
谷
寺
。
七
日
精
進
。
欣
求
道
心
。
夢
中
有
漏
。
相
在

日
。
道
心
無
膿
。
畦
以
如
是
心
。
可
謂
道
心
也
。
其
後
発
心
修
行
。
遂
以
出

家
。
言
辞
本
郷
。
来
大
和
国
。
不
定
在
所
。
心
墨
在
所
。
身
如
浮
雲
。
所
々
名

山
霊
寺
莫
不
経
行
。
就
元
興
寺
。
坐
禅
念
仏
。
日
没
之
後
。
西
向
観
念
。
醐
脆

本
朝
新
修
往
生
伝
考

合
掌
。
層
鄭
重
其
志
。
毎
日
読
小
阿
弥
陀
経
一
返
」
 
（
新
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の

は
、
「
年
若
く
て
長
谷
に
参
り
て
、
道
心
を
祈
り
奉
り
け
り
。
夢
中
忙
僧
あ
り

て
、
示
し
て
云
は
く
困
 
「
道
心
は
躰
な
し
。
ロ
ハ
此
く
の
如
き
心
を
道
心
と
云

ふ
。
」
と
の
給
ふ
と
そ
見
た
り
け
る
。
後
に
は
飛
鳥
寺
・
（
元
興
寺
の
こ
と
）
の

辺
に
奄
を
結
び
、
坐
禅
念
仏
し
て
、
さ
し
た
る
勤
と
し
て
は
、
小
阿
弥
陀
一
返

を
よ
み
け
る
」
と
、
 
「
発
心
集
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
詳
述
さ
れ
て
い

る
往
生
の
様
が
「
発
心
集
」
で
は
省
か
れ
て
い
る
が
、
「
発
心
集
」
は
、
本
書

の
文
章
を
若
干
変
え
て
読
み
下
も
た
感
が
あ
る
。
滝
口
助
重
説
話
同
様
馬
伝
承

関
係
は
認
め
ら
れ
る
。

の
 
拾
遺
往
生
伝
と
の
関
係

 
本
書
q
の
沙
門
定
事
説
話
は
、
「
拾
遺
往
生
伝
」
下
に
見
る
定
窯
と
は
同
名
で

あ
る
が
、
「
拾
遺
」
の
定
秀
は
摺
嚴
院
の
住
僧
で
あ
り
、
本
書
の
定
秀
は
江
文

寺
の
住
僧
で
あ
る
。
そ
し
て
「
拾
遺
」
の
そ
れ
は
、
「
承
保
三
年
三
月
三
日
」

の
入
寂
、
本
書
の
そ
れ
は
、
 
「
長
承
元
年
」
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
、
本
書
が

三
善
為
康
の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
感
が
あ
る
の
に
、
 
一
説
話
と
し
て

「
拾
遺
往
生
伝
」
よ
り
の
伝
承
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
注
目
さ
れ
る
。

 
 
ω
 
今
鏡
と
の
関
係

 
本
書
㈱
大
儒
清
原
真
人
信
俊
の
往
生
説
話
は
、
 
「
今
鏡
」
第
九
「
む
か
し
が

た
り
」
の
条
に
大
外
記
定
俊
を
記
し
た
後
、
「
そ
の
子
に
て
信
俊
と
開
え
し
も

身
は
世
に
仕
へ
な
が
ら
心
の
道
を
の
み
営
み
て
、
老
い
の
後
に
は
、
頭
お
ろ
し

な
ど
し
て
、
限
り
の
時
に
の
ぞ
み
て
は
、
自
ら
肥
後
の
入
道
往
生
し
た
り
と
云

ひ
あ
は
む
ず
ら
む
な
ど
申
し
て
尊
く
て
う
せ
に
け
る
に
、
か
う
ば
し
を
匂
ひ
あ

（' 91 ）



り
け
る
な
ど
き
こ
え
侍
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
書
が
詳
細
な
る
修

行
の
さ
ま
を
伝
え
て
い
る
の
に
対
し
、
「
今
鏡
」
は
、
表
面
を
叙
し
た
に
す
ぎ

な
い
。
本
書
に
は
「
異
香
薫
室
」
と
い
う
一
文
は
あ
る
が
「
自
ら
肥
後
入
道
往

生
し
た
り
云
々
」
と
い
う
よ
う
な
文
面
は
な
い
。
類
話
で
は
あ
る
が
、
直
接
的

伝
承
関
係
は
否
定
さ
れ
よ
う
。

結

び

 
以
上
、
「
本
朝
新
修
往
生
伝
」
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
が
、
要
は
、

 
ω
 
狂
言
綺
語
観
が
本
書
成
立
の
因
で
あ
る
。

 
㈲
 
四
十
一
説
話
中
の
、
登
場
人
物
八
人
が
学
者
、
又
は
そ
の
血
筋
の
者
で

 
 
 
あ
る
。

 
㈲
 
説
話
は
、
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

ω
 
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
よ
り
、
全
体
の
約
五
分
の
一
に
あ
た
る
八
話
を
採

 
 
 
録
し
て
い
る
。

 
㈲
 
「
長
明
発
心
集
」
へ
二
話
流
入
し
て
い
る
。

 
㈲
 
口
承
説
話
を
筆
録
し
た
も
の
が
多
い
。

と
．
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（92）


